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1) 教科書制度に基づぎ，教科書の時代区分を行う (1:1872~1885, Il:1886~1903, 



























































































































































筑波社会科研究 第 3号 (1984)
移の真相は表わせないのではないだろうか。このように数醤化によって分析結果を判定する場合
には厳市な江臼を要すると思われる。
，教科書分析における今後の課題につし、て若干触れてみたい。留意点としては，前記の
二つの問加点を克服する方向でなされるべぎてあろうと思われる。すなわち，分析するにあたっ
て客観性を高める努力をすること，また分析結果を処理するにあたってよりきめ細かな数置化へ
の努力をすることである。前者については，たとえば分析を複数の者で行うとか，
の樽入によって単語の意味の方向性を分析していくことなどが考えられよう・。後者については，
分析結果をあらゆる角度から検討しきめ細かなグラフ。図表を表わすこと，分析単位を細分化す
ることなどが考えられよう。教科書分析について書かれた先行論文は，馬場氏編上野氏のものの
他にも多数ある。今後それらの先行論文の検討を通して，よりいっそう有効な教科書分析の方法
を探ってし、ぎたい。 （松岡）
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